
2018 年 12 ⽉ 22 ⽇ 前橋聖書フォーラム 

 1 

御国の福⾳ 

第 12 回：70 週の預⾔と御国の計画（前編） 

 

はじめに 
 

A. 前回ダニエル書から学んだことの要約 

1. バビロン捕囚以降、4 つの異邦⼈王国が世界の覇権を握る。 

2. 最後の異邦⼈王国（反キリストの王国）による⽀配の期間は、イスラエルにとって

苦難の期間となる。特に、最後の 3 年半において苦難が激しくなる。 

3. 3 年半の終わりにメシアが地上に来られ、反キリストとその王国を滅ぼされる。そ

して、イスラエルが回復され、地上に御国が成就する。 

 

 

B. ダニエル書 9 章の⽂脈 

1. エレミヤの預⾔：バビロン捕囚は 70 年で終わる 

エレミヤ書 29:10‒14（※25:11‒12 にも同様な預⾔あり） 
10 まことに、主はこう⾔われる。「バビロンに七⼗年が満ちるころ、わたしはあ

なたがたを顧み、あなたがたにいつくしみの約束を果たして、あなたがたをこ

の場所に帰らせる。11 わたし⾃⾝、あなたがたのために⽴てている計画をよく知

っている──主のことば──。それはわざわいではなく平安を与える計画であ

り、あなたがたに将来と希望を与えるためのものだ。12 あなたがたがわたしに呼

びかけ、来て、わたしに祈るなら、わたしはあなたがたに⽿を傾ける。13 あなた

がたがわたしを捜し求めるとき、⼼を尽くしてわたしを求めるなら、わたしを

⾒つける。14 わたしはあなたがたに⾒出される──主のことば──。わたしは、

あなたがたを元どおりにする。あなたがたを追い散らした先のあらゆる国々と

あらゆる場所から、あなたがたを集める──主のことば──。わたしはあなたが

たを、引いて⾏った先から元の場所へ帰らせる。」 

a) バビロン捕囚は 70 年で終わる。 

b) イスラエルの帰還が実現する。 

c) その時、⺠は⼼を尽くして神を求め、神を⾒出す。 
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2. ダニエルの祈り 

(1) 時は「メディア族のクセルクセスの⼦ダレイオスが、カルデア⼈の国の王とな

ったその元年」。キュロス王1 がバビロンを陥落させ、第 2 の異邦⼈王国ペルシ

ャが覇権国となった年（紀元前 538/539 年）である。 

(2) ダニエルは、バビロンが滅びたこと、また捕囚から 70 年が経ったことから、エ

レミヤの預⾔が成就し始めたことを悟った。 

(3) ダニエルは、今こそ御国の計画が成就する時だという思いをもって、祈り始め

た。 

a) ⾃分の罪のため 

b) ⺠族的罪のため 

c) エルサレムの回復のため 

 

3. 天使ガブリエルの介⼊ 

(1) 9:20‒23 
20 私がまだ語り、祈り、⾃分の罪と⾃分の⺠イスラエルの罪を告⽩し、私の神の

聖なる⼭のために、私の神、主の前に伏して願いをささげていたとき、21 すなわ

ち、私がまだ祈りの中で語っていたとき、私が初めに幻の中で⾒たあの⼈ガブ

リエルが、すばやく⾶んで来て私に近づいた。それは⼣⽅のささげ物を献げる

ころであった。22 彼は私に悟らせようとしてこう告げた。「ダニエルよ。私は今、

悟りによってあなたを賢明にさせようとして出て来た。23 あなたが願いの祈り

を始めたとき、⼀つのみことばが出されたので、私はそれを伝えに来た。あなた

が特別に愛されている者だからだ。そのみことばを聞き分けて、その幻を理解

せよ。  

(2) 御国の成就を願うダニエルに、天使を通して新しい情報（啓⽰）がもたらされ

た。 

(3) ダニエルは、神から「特別に愛されている者」であった。 

a) 神はこれまでダニエルに、多くの預⾔と幻をお与えになった。 

b) 神は、御国の計画についてさらなる情報をダニエルにお与えになる。 

(4) 神がダニエルにお与えになった新しい啓⽰が、「70 週の預⾔」である。 
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C. 「70 週の預⾔」についてよく⾔われているポイント 

1. 70 週の意味 

(1) 1 ⽇＝1 年。よって、1 週＝7 年。 

(2) 70 週は、70×7＝490 年。 

2. イスラエルが回復させられるまでには、さらに 490 年を要する。 

3. 「エルサレムを復興し、再建せよ」という命令から、メシアが来られるまでが 69 週

（69×7＝483 年） 

4. 69 週の後、第 70 週⽬が始まるまでの間にはインターバルがある。 

(1) 69 週の後、メシアが死ぬ。 

(2) このインターバルは、教会時代のことである。 

5. 反キリストがイスラエルと 7 年間の契約を結ぶ時、第 70 週⽬が始まる。 

(1) 最後の 70 週＝7 年間が、将来の患難時代の期間である。 

(2) 反キリストは後半の 3 年半で契約を破り、イスラエルを迫害する。 

(3) 7 年間が終わると、キリストが地上に再臨され、反キリストは滅ぼされる。 

 

D. 講義のアウトライン 

1. 「週」の意味（9:24a） 

2. 70週の 6つの⽬的（9:24b） 

3. 最初の 69週間（9:25） 

4. インターバル（9:26） 

5. 第 70 週⽬（9:27） 

 

本講義は、旧約聖書における御国の計画の総まとめとして、70 週の預⾔を学ぶものである。 
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I. 「週」の意味（9:24a） 
 

9:24a「あなたの⺠とあなたの聖なる都について、七⼗週が定められている。」 

 

1. 「70 週」という翻訳について 

(1) 「週」と訳されているヘブル語は「シャブイーム」である。これは、「7」を意味

する「シャブアー」の複数形である。 

(2) 「70 週」は、直訳すると「70 の 7」（seventy sevens）である。 

2. 1 週（1 seven）の意味2 

(1) 「シャブアー」は単純に「7」を意味する。「7 つの⽇」（7 days）と捉えれば、

「週」と訳すことができる。 

(2) しかし、「7 つの年」（7 years）とも、また他の形でも解釈することができる。 

(3) ⼟台となっているのはエレミヤの 70 年の預⾔であり、ダニエルの関⼼は「年」

にある。よって、ここでの「シャブアー」は「7 つの年」と捉える⽅が⾃然。 

(4) モーセの律法では、安息年の規定が定められていた（レビ 25:4、8）。ユダヤ⼈

にとっては、7 年で 1 セットという概念は親しみのあるものであった3。 

 

 

II. 70 週の 6 つの⽬的（9:24b） 
 

9:24b「それは、背きをやめさせ、罪を終わらせ、咎の宥めを⾏い、永遠の義をもたらし、

幻と預⾔を確証し、⾄聖所に油注ぎを⾏うためである。」 

 

1. 6 つの⽬的は、「あなたの⺠とあなたの聖なる都」についてのものである（24 節 a）。 

(1) 背きをやめさせる 

(2) 罪を終わらせる 

(3) 咎の宥めを⾏う 

(4) 永遠の義をもたらす 

(5) 幻と預⾔を確証する 

(6) ⾄聖所に油注ぎを⾏う 
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2. 6 つの⽬的に⾒られる主要な要素 

(1) 贖いと罪の赦し：イスラエルの霊的回復 

(2) 永遠の義の確⽴：メシアによる王国の成就 

(3) ⾄聖所の油注ぎ：神殿の回復 

 

3. 6 つの⽬的は、いずれもダビデの⼦であるメシア的王が来られ、イスラエルを回復

させられる時に成就するものである。 

 

4. 70 週は、御国の計画が成就するまでの期間である。 

 

III. 最初の 69 週間（9:25） 
 

9:25「それゆえ、知れ。悟れ。エルサレムを復興し、再建せよとの命令が出てから、油注が

れた者、君主が来るまでが七週。そして苦しみの期間である六⼗⼆週の間に、広場と堀が造

り直される。」 

 

A. 翻訳の問題 

1. 訳⽂の⽐較 

(1) 新改訳 2017 では「油注がれた者、君主が来るまで」が 7 週、そして「広場と堀

が造り直される」のが 62 週の間である。 

 

(2) ⼝語訳では、「メシヤなるひとりの君が来るまで」が 7＋62＝69 週である。 

それゆえ、エルサレムを建て直せという命令が出てから、メシヤなるひとりの

君が来るまで、七週と六⼗⼆週あることを知り、かつ悟りなさい。その間に、し

かも不安な時代に、エルサレムは広場と街路とをもって、建て直されるでしょ

う。 

 

2. 翻訳の違いについて 

(1) ⼀般的に、ヘブル語聖書の原本として⽤いられるのは「マソラ本⽂」といわれる

中世期の写本である。 

 

(2) マソラ本⽂には、読み⽅を規定するアクセント符号が付加されている。これに

従うと、9:25 は新改訳 2017 のような読み⽅となる。 
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(3) マソラ本⽂よりも古い古代ギリシャ語訳や、ヒエロニムスのラテン語訳（ヴル

ガタ訳）などでは、⼝語訳の読み⽅に近い。 

 

3. どう考えたらよいか？ 

(1) マソラ本⽂について 

a) マソラ本⽂のアクセント記号は、後代の⼈々が付加したものであり、霊感を

受けたものとは⾔い難い。 

b) マソラ本⽂は⾮常に有益である。しかし、中世期のユダヤ教の読み⽅を反映

したものであり、箇所によっては反キリスト教的な読み⽅に変えられていた

としてもおかしくはない。 

c) 70 週の預⾔は、古代のクリスチャンによってもイエス・キリストを指し⽰

す箇所として考えられていた。よって、マソラ本⽂では、そう読めなくする

ようにされていたとしてもおかしくはない。 

 

(2) ここでは、新改訳 2017 よりも、⼝語訳の読み⽅を採⽤する。 

a) 70 週の預⾔については、ほとんどの古代の翻訳（ギリシャ語、シリア語、

ラテン語）が、7 週と 62 週を 1 セットで扱っている。 

b) マソラ本⽂のような形で 7 週と 62 週を分けると、意味が通らない⽂章にな

ってしまう。 

c) よって、ダニエル書 9:25 については、マソラ本⽂よりも古代ギリシャ語訳

などの読み⽅を採⽤する4。 

 

 

B. 最初の 69 週間 

1. 70 週のスタートポイント：「エルサレムを建て直せという命令」 

(1) 主に 3 つの説がある5。 

a) 紀元前 538/539 年：キュロス王の「帰還して神殿を再建せよ」という命令

（エズ 1:2‒4） 

b) 紀元前 458 年：アルタクセルクセス王の「神殿における適切な礼拝を⾏え」

というエズラへの命令（エズ 7:11‒26） 

c) 紀元前 444/445 年：アルタクセルクセス王の「エルサレム再建のために帰還

してよい」というネヘミヤへの許可（ネヘ 2:1‒8） 
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(2) キュロス王の帰還命令以降、エルサレムが再建されたのはネヘミヤの世代にな

ってからである。 

 

(3) 紀元前 458 年か 445 年が 70 週のスタートポイントであると思われる。 

（おそらく、前 445 年だろう6。） 

 

2. 「油注がれた者、君主」について 

(1) キリスト教では伝統的に、25 節の「油注がれた者、君主」はイエス・キリスト

のことだと解釈されてきた。 

 

(2) 「油注がれた者、君主」はヘブル語で「マシアハ、ナギード」である。 

a) 「マシアハ」は、「油注がれた」という意味の形容詞である。 

b) 「ナギード」は第⼀義的には「⽀配者」という意味である。 

 

(3) 「マシアハ」は、メシアという存在あるいは称号を指す専⾨⽤語でもある。 

a) 「メシア」の定義：神の⺠と世界に救いをもたらすため、また平和と正義の

王国をお建てになるために神がお送りになる、将来の王7。 

b) 古代ユダヤ教のラビたちの中には、この「マシアハ、ナギード」をメシアと

解釈していた例がある（タルムード、メギラー3a など）8。 

c) 70 週の⽬的（罪の贖い、永遠の義の確⽴など）は、これまでイザヤ書など

の預⾔では、ダビデの⼦であるメシア的王によって実現する。 

d) 聖書預⾔の⽂脈から考えれば、ここでの「マシアハ」はメシア的王（つまり

イエス）を指すと捉えるのが⾃然である9。 

 

3. 最初の 69 週間に起こること 

(1) 最初の 69 週間（483 年間）は、ユダヤ⼈にとって苦しみの期間でもある。 

例：アンティオコス 4 世エピファネスによる迫害、ローマ帝国の⽀配など。 

 

(2) 最初の 7 週（49 年）の間に、エルサレムが再建される。 

 

(3) それから 62 週（434 年）経って、メシアが現れる。 
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